宮崎友禅斎と友禅染 : 友禅斎の墓石について by 河原田 康史






















































龍国寺の現地調査に至る契機となったのは、平成 24 年 2 月に京都産業大学











表 2のとおり、宮崎友禅斎の「生没年・晩年」に関する研究は、明治 40 年
（1907）頃に石川県金沢市にある龍国寺で友禅斎に関する『過去帳』および「墓
石」の発見をきっかけとして、その約 10 年後の大正 7年（1918）～昭和 7年
（1932）の間に盛んに行われた。また、この頃に友禅斎に関する研究が盛んに








日夜 9時に金沢の木町鳥居キハ」で没し、「享年 83 歳」であったとされる【38】。
したがって、「元文元年（1736）」から 83 歳を差し引いた「承応 3年（1654）」
が、友禅斎の誕生年になる【0】。友禅斎の誕生年である「承応 3年（1654）」
を基準に、本年・平成 26 年（2014）10 月には、「宮崎友禅斎～生誕 360 周年
記念事業～」が浄土宗総本山知恩院で開催された【68】。その 60 年前である







































































 （ 13 ） 宮崎友禅斎と友禅染 282
目茂平は享保 11 年（1726）に家督を繼いだのであるが實際は 4年頃から事業













































































































ところが、笹川臨風は 4年後の大正 13 年（1924）に刊行された雑誌「中央


































































































































































































































































































































































































































 （ 31 ） 宮崎友禅斎と友禅染 264
図 9　宮崎友禅斎の墓石（3）―乾いている状態―
  （ 32 ）263
図 10　宮崎友禅斎の墓石（4）―濡れている状態―
 （ 33 ） 宮崎友禅斎と友禅染 262
図 11　宮崎友禅斎の墓石（5）―拓本採取直後の濡れた状態―
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図 12・図 15の 2 枚は、今回の 2 回にわたる現地調査で採取した「拓本」
を複写したものである。図 5は、昭和 28（1953）明石染人著『宮崎友禪齋と
近世の模様染』掲載の「拓本」を転写したものである。したがって、図 5は
今から 60 年以上前に採取されたものになる。これら 3つを比較すると、少し
  （ 40 ）255
「拓本」の大きさが異なるが、「墓石そのもの」は同じものである。実物の「墓
石」である棹石は、A3 の用紙におさまる程度の大きさである。





























































































































































友禅斎の没年月日は、「元文元年（1736）6 月 17 日」であるとされる。『花





「元文元年（1736）6 月 17 日」になる。















































































































































第 19 号」2014）〔324 ～ 366〕頁
（５）　「曹洞宗祥雲山龍国寺」の所在地は、石川県金沢市東山 2－ 25 － 72。龍国寺の
由来書には、以下のように記されている。「慶安 3年（1650）、金沢市公儀町に建立




同 12 年（1922）に友禅斎史蹟保存会が中心となり友禅堂が建立され、昭和 28 年
  （ 50 ）245
（1953）の友禅斎生誕 300 年祭には、記念事業の 1つとして付属茶室も完成し、名








































































  （ 52 ）243
臨風が書き留めたものである。



































 （ 53 ） 宮崎友禅斎と友禅染 242
行人友禪齋圖」の誤植であろう。
（20）　前掲書『友禪』和田文次郎（友禪齋史蹟保存會　1920）68 ～ 72 頁
（21）　『友禪の事ども』笹川臨風【談】（雑誌「大供 7－友禪研究號－」1920）26 頁
（22）　前掲書『京の友禪』笹川臨風（雑誌「中央美術」10 巻 3 号　1924）74 頁




　第 5號」1928）238 ～ 240 頁。これらとほぼ同様の内容が、昭和 6年（1931）に
明石染人が著した『染織文様史の研究』313 ～ 330 頁の「友禪の墓を訪ねて―友禪
の史觀―」という項目で述べられている。
（25）　前掲書『宮崎友禪齋と近世の模様染』明石染人（宮崎友禪翁顕彰会　1953）68 頁、







友禅斎が挿絵を描いた上中下の 3巻からなる歌集である。和歌数 118 首に対して挿
絵 69 図が描かれている。また梶女の養女・百合女には、娘・町子（玉蘭）がいた。
この町子（玉蘭）が後に画家・池大雅の妻となる。



























美術」10 巻 3 号　1924）74 頁
（36）　前掲の龍国寺由来書には、「友禅堂」について「大正 12 年（1922）に友禅斎史蹟
保存会が中心となり友禅堂が建立され」と記されている。
































崎友禅翁顕彰会　2004）74 ～ 76 頁には、本軸の木箱蓋裏に描かれた彩色絵と署名
について詳しく記されている。「百合」を神坂雪佳が、「楓」を上野清江が、「椿」
を松雨（3代・田畑喜八）が、「梅」を木村雨山が描いたとされる。いずれも、大









（47）　「曹洞宗宗務庁」の所在地は、東京都港区芝 2－ 5－ 2。
（48）　前掲書『京の友禪』笹川臨風（雑誌「中央美術」10 巻 3 号　1924）74 頁、『「京
の友禪」の後に』田中喜作（雑誌「中央美術」10 巻 5 号　1924）144 頁、『友禪の
墓を訪ねて（一）－友禪の史實－』明石染人（雑誌「染織　第 4號」1928）180 頁、
『友禪の墓を訪ねて（二）－友禪の史實－』明石染人（雑誌「染織　第 5號」1928）
238 ～ 240 頁。
（49）　『友禪の墓を訪ねて（二）－友禪の史實－』明石染人（雑誌「染織　第 5 號」
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  （ 60 ）235
図 5　「友禪齋自超上座位墓銘（賀陽住小松砂丘氏手拓）」
〔『宮崎友禪齋と近世の模様染』明石染人（宮崎友禅翁顕彰会）76 頁〕
 （ 61 ） 宮崎友禅斎と友禅染 234
図 12　第 1回現地調査で採取した「拓本」
  （ 62 ）233
図 15　第 2回現地調査で採取した「拓本」
 （ 63 ） 宮崎友禅斎と友禅染 232
図 18　「拓本（図 15）」の文字を「黒色のペン」でなぞり、□で区切った「拓本」
